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学会講演会要旨1
「世界遺産一一国際保護体制の現状と課題一」
M．ウーゴ
　世界遺産条約は国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の主導で策定された国際条約である。
それ以前にもたしかにいくつか国際協力機関が設置されてはいたが、世界遺産条約の画期的な
点は、やはり自然遺産と文化遺産の保護を一つの国際協約にまとめたことにある。
　世界遺産委員会は、世界遺産に関する国際援助、世界遺産の保存状況のモニタリングや定期
的報告に関する議題について議論を重ね、世界遺産条約の推進に関して決議をおこなう。その
中で、締約国が推薦する文化遺産や自然遺産の世界遺産一覧表への登録を認めるか、認めない
か、ということも決定する。それでは、推薦される文化遺産と自然遺産は、どのように評価さ
れるのだろうか。
　推薦される遺産の「推薦書」には、「世界遺産登録の価値証明」が記され、この価値証明に
よって、遺産に「顕著な普遍的価値」があるかどうかが判断される。そのために10の登録基準
が定められている。
　さて、現在、世界遺産という保護体制が直面している問題としては、根本的な問題点が一つ
挙げられる。それは、世界遺産の概念が常に変化していることである。19世紀後半に多くの国
で文化財保護制度が始まり、それ以降「遺産」の概念は大きく変化してきたし、今後もそうで
あろう。さらに、世界遺産を規定する「顕著で普遍的価値」それ自体が明確に定義することが
難しい概念として、なお多くの議論を呼んでいるのである。
　世界遺産の一覧表は、世界の文化遺産と自然遺産の代表的な一覧表といえるのだろうか。登
録された遺産のすべてが、等しく重要な価値を示すのだろうか。特定の地域だけが重点的に登
録されてはいないだろうか。また、多くの世界遺産が破壊されたり、世界遺産一覧表に登録さ
れている遺産が抹消になったりする現在、世界遺産条約は遺産保護に有効な手段なのだろうか。
そして、最後に、登録された遺産は、登録後に本当に良い影響を受けたと言えるのだろうか…。
　このような批判に対しては、既にいくつかの対策がねられ、時代や地域、そしていくつかの
テーマを軸に研究が進められている段階である。そのなかで、登録基準に記されている「顕著
な価値」が何を指しているのか、その定義を見定めるために研究や会議が行われているところ
である。今後の方針を示す一つの軸としては、「人類学」を基盤とするアプローチが挙げられ
る。それぞれ別々に扱われてきた自然遺産と文化遺産の連結が大事なポイントだと考えられる
ようになったのである。こうした新しい方向性の中で、登録基準も見直された。
　今後は、世界遺産を本当に代表するリストになる方法、効果的な保護体制の継続、世界遺産
基金や他の国際援助の資金の有効利用に関して、継続的に検討していく必要があるが、そのた
めには、事後対応ではなく、事前対策を打ち出すことがますます求められるようになることは
まずまちがいない。
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